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平
成
二
八
年
度

説
話
文
学
会
大
会

講
演
会
と
研
究
発
表

要
旨

二
〇
一
六
年
六
月
二
五
日
（
土
）・
二
六
日
（
日
）

於

慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ヤ
ン
パ
ス

【
六
月
二
五
日
（
土
）】

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
聖
徳
太
子
と
説
話
」

司
会

石
川

透
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
）

聖
徳
太
子
伝
に
関
す
る
研
究
は
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
な
さ
れ
て
い
る
。
慶
應
義
塾
大
学
に
は
、
付
属

研
究
所
斯
道
文
庫
に
お
け
る
聖
徳
太
子
伝
研
究
の
伝
統
が
あ
り
、
阿
部
隆
一
氏
に
よ
る
諸
伝
本
解
題
を
始
め
と

し
て
、
松
本
隆
信
氏
を
中
心
と
し
た
諸
伝
本
翻
刻
、
並
び
に
、『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』（
影
印
版
、
勉
誠
出

版
、
全
五
巻
）
の
出
版
が
行
わ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
伝
の
研
究
は
、
膨
大
な
資
料
に
対
す
る

研
究
の
困
難
さ
を
伴
う
が
、
説
話
文
学
研
究
に
と
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
提
供
し
、
多
く
の
分
野
の
研
究

者
が
参
加
で
き
る
数
少
な
い
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
従
来
行
わ
れ
て
い
た
、
諸
伝
本
の
テ
ク
ス
ト
間
の
考
察
や
説

話
同
士
の
比
較
研
究
に
加
え
、
絵
解
き
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
聖
徳
太
子
絵
伝
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
聖
徳
太
子
に
関
し
て
は
、
未
来
記
の
問
題
や
『
太
子
開
城
記
』
等
の
新
た
な
作
品
の
出
現
の
問
題
等
も
あ
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
と
、
新
た
な
研
究
の
視
点
が
提
供
で

き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
基
調
講
演
】

中
世
聖
徳
太
子
伝
記
の
一
隅
―
成
阿
弥
陀
仏
な
ど
―

牧
野
和
夫
氏
（
実
践
女
子
大
学
）

東
山
白
毫
院
の
生
成
（
こ
の
場
合
、
成
立
と
い
う
の
は
む
し
ろ
適
当
で
は
な
い
）
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
（
享

徳
三
年
〈
一
四
五
四
〉
以
前
）
を
確
実
に
遡
る
有
益
な
情
報
が
中
世
聖
徳
太
子
伝
記
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
久
し
い
が
、
そ
の
詳
細
を
記
す
機
会
を
逸
し
て
い
た
。
伝
記
中
の
年
号
や
記
事
内
容
な
ど
を
以
て
、
そ
の

凡
そ
は
鎌
倉
時
代
末
期
頃
に
は
成
立
か
、
と
推
定
も
可
能
な
四
天
王
寺
蔵
（
同
系
統
の
叡
山
文
庫
蔵
を
以
て
正

す
こ
と
多
し
）
太
子
伝
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
而
執
行
之
成
阿
弥
陀
仏
寺
内
之
在
家
ヲ
出
テ
四
壁
ヲ
築
キ
十
方
ヲ
勧
進
シ
テ
再
興
ス
京
之
東
山
大
谷
卜
云

所
ヲ
勧
進
所
ト
シ
テ
暫
ク
居
シ
ケ
リ
ト
云
々
又
豊
浦
ノ
慈
性
房
教
乗
房
金
堂
之
後
壁
之
絵
ヲ
曼
陀
羅
ニ
写
シ

同
太
子
ノ
十
六
歳
ノ
御
影
ヲ
入
洛
シ
奉
テ
大
功
ヲ
成
就
シ
タ
リ
キ
彼
ノ
勧
進
所
ヲ
寺
ニ
成
テ
太
子
堂
申
候
也

院
号
ヲ
速
成
就
院
ト
云
々
」

荒
廃
を
極
め
た
橘
寺
の
再
建
修
造
の
た
め
に
「
寺
内
之
在
家
」
を
出
て
京
の
東
山
大
谷
に
設
け
ら
れ
た
橘
寺
の

勧
進
所
で
あ
り
、
後
に
発
展
し
て
院
号
を
速
成
就
院
と
称
し
た
太
子
堂
に
な
る
、
と
云
い
、
そ
の
橘
寺
復
興
の
勧

進
を
行
っ
た
の
が
成
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
成
阿
弥
陀
仏
が
法
隆
寺
な
ど
の
勧
進
に
手
腕
を
発
揮
し

た
成
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
は
、
九
条
家
本
『
橘
寺
本
願
推
古
天
皇
御
託
宣
』
を
踏
ま
え
た
記

述
「
偏
ニ
太
子
ノ
芳
徳
也
ト
ソ
仰
ケ
ル
太
子
奏
曰
此
所
ハ
〇
（
尺
迦
）
如
来
転
法
輪
ノ
砌
也
故
ニ
此
瑞
相
有
云
々

本
願
御
託
宣
記
ニ
見
タ
リ
」（
叡
山
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）
な
ど
の
認
め
ら
れ
る
点
に
窺
え
る
が
、
な
に
よ
り
も
重

要
な
点
は
、
そ
の
凡
そ
は
鎌
倉
時
代
末
期
頃
に
は
成
立
か
、
と
推
定
も
可
能
な
太
子
伝
の
記
述
中
に
存
す
る
こ
と
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で
あ
る
。

成
阿
弥
陀
仏
は
、
嘉
祿
二
年
（
一
二
二
六
）
東
大
寺
僧
秀
恵
が
書
写
し
た
東
大
寺
八
幡
経
巻
第
一
の
書
写
識

語
に
「
比
丘
尼
成
阿
弥
陀
仏
此
経
勧
進
之
根
源
」
と
始
め
て
姿
を
現
す
。
東
大
寺
八
幡
経
は
、
そ
の
勧
進
に
よ

る
書
写
の
営
為
が
継
続
さ
れ
安
貞
二
年
〈
一
二
二
八
〉
迄
に
完
了
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
勧
進
書

写
の
完
了
後
直
ち
に
東
大
寺
八
幡
経
を
納
め
る
御
経
蔵
造
営
の
為
の
勧
進
が
始
ま
り
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）

迄
継
続
さ
れ
た
の
で
、
正
確
に
は
東
大
寺
八
幡
経
を
め
ぐ
る
勧
進
活
動
の
一
時
期
は
、
成
阿
弥
陀
仏
勧
進
の
法
隆

寺
や
橘
寺
関
連
の
修
復
造
営
の
勧
進
活
動
と
時
期
的
に
重
な
っ
て
く
る
。

嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
正
月
に
近
衛
兼
経
が
九
条
道
家
の
娘
仁
子
を
妻
に
迎
え
、
三
月
、
道
家
が
兼
経
に

摂
政
を
譲
る
。
摂
政
を
め
ぐ
っ
て
鋭
く
対
立
し
て
き
た
近
衛
・
九
条
両
家
の
円
満
な
一
時
期
が
嘉
禎
三
年
前
後
に

展
開
す
る
が
、
こ
の
一
時
期
に
成
阿
弥
陀
仏
勧
進
・
慶
政
願
主
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
集
中
し
て
行
わ
れ
た
の
が

他
で
も
な
い
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
南
都
寺
院
の
法
隆
寺
や
橘
寺
の
修
造
で
あ
っ
た
。
九
条
道
家
の
四
天
王
寺
参
詣

も
ま
た
こ
の
一
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
若
干
の
考
察
・
推
測
を
加
え
る
。
そ
の
過
程
で
釈
迦
五
百
大
願
や
『
閑
居
友
』

な
ど
に
も
触
れ
た
い
。

【
報
告
】

律
院
と
聖
徳
太
子
伝
―
称
名
寺
と
橘
寺
を
中
心
に

高
橋
悠
介
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
）

聖
徳
太
子
を
め
ぐ
る
信
仰
や
口
伝
・
注
釈
の
展
開
に
、
中
世
律
宗
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

林
幹
彌
氏
、
阿
部
泰
郎
氏
、
牧
野
和
夫
氏
、
追
塩
千
尋
氏
な
ど
、
先
学
に
よ
る
優
れ
た
研
究
が
備
わ
る
。
と
り

わ
け
、
太
子
関
連
の
秘
事
の
相
承
自
体
を
よ
く
物
語
る
、
横
浜
市
・
称
名
寺
の
『
上
宮
菩
薩
秘
伝
』（
叡
尊
の
甥
、

惣
持
が
ま
と
め
た
秘
伝
）
な
ど
は
、『
太
子
信
仰
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）
に
代
表
さ
れ
る
林

氏
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
牧
野
氏
が
さ
ら
に
研
究
を
深
め
た
重
要
資
料
と
言
え
よ
う
。
称
名
寺
に
は
、『
上
宮
菩
薩

秘
伝
』
以
外
に
も
太
子
関
連
の
聖
教
が
複
数
伝
わ
っ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
の
律
院
に
お
け
る
太
子
関
連
の
説
を
う

か
が
わ
せ
る
貴
重
な
資
料
群
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
橘
寺
も
、
嘉
禎
年
間
の
推
古
天
皇
託
宣
と
勧
進
修
造
を
経
た
後
、
覚
盛
の
弟
子
・
戒
学
を
開
山
に
迎

え
て
律
院
化
し
た
太
子
関
連
寺
院
で
、
太
子
伝
生
成
の
拠
点
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
二
世
長
老
法
空
に
よ
る
太

子
伝
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
り
影
印
が
公

開
さ
れ
た
四
天
王
寺
蔵
太
子
伝
（
山
田
忠
雄
氏
旧
蔵
本
）
も
、
時
代
は
室
町
ま
で
下
る
も
の
の
、
橘
寺
旧
蔵
本

を
買
得
し
た
と
い
う
識
語
を
持
つ
太
子
伝
で
あ
る
。
そ
の
記
事
中
に
は
、
橘
寺
修
造
の
歴
史
や
律
院
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
橘
寺
所
談
の
太
子
伝
と
思
わ
れ
る
。

本
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
太
子
関
連
資
料
や
太
子
伝
の
検
討
を
中
心
に
、
中
世
の
律
院
に
お
け
る
太
子
信
仰
・

太
子
伝
注
釈
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
考
え
て
み
た
い
。

聖
徳
太
子
伝
の
日
羅
を
め
ぐ
る
諸
説
と
愛
宕
山
の
縁
起

松
本
真
輔
氏
（
長
崎
外
国
語
大
学
）

日
羅
は
聖
徳
太
子
伝
に
登
場
す
る
重
要
人
物
の
一
人
で
、『
日
本
書
紀
』
に
既
に
登
場
し
、『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
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や
中
世
以
後
に
編
纂
さ
れ
た
太
子
伝
に
も
繰
り
返
し
現
れ
る
。
中
世
ま
で
の
日
羅
像
の
変
遷
に
つ
い
て
は
『
聖
法

輪
蔵
』
な
ど
を
中
心
と
し
た
渡
辺
信
和
氏
の
研
究
が
あ
り
、
様
々
な
改
変
を
経
つ
つ
聖
徳
太
子
が
前
生
南
岳
慧
思

で
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
を
強
化
す
る
役
割
を
負
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
日

羅
の
伝
承
は
聖
徳
太
子
以
外
に
も
波
及
し
て
い
た
。
さ
ら
に
『
槻
峯
寺
建
立
修
行
縁
起
絵
巻
』
や
『
あ
た
ご
の
本

値
』
で
は
、
百
済
調
伏
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と
と
も
に
日
羅
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
五
来
重
氏
や
高
岸
輝
氏
の
研

究
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
狗
と
の
関
連
か
ら
は
『
是
害
房
絵
巻
』
に
登
場
す
る
「
日
羅
」
も
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
日
羅
に
関
す
る
諸
言
説
の
展
開
に
つ
い
て
は
既
に
簡
単
に
触
れ
た
こ
と
も
あ

る
の
だ
が
（『
ア
ジ
ア
遊
学
』

二
〇
一
二
年
七
月
）、
十
分
に
議
論
が
尽
く
せ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
、
本
発
表

で
は
、
愛
宕
山
の
信
仰
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
日
羅
像
の
変
遷
を
追
い
か
け
、
あ
わ
せ
て
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

の
太
子
伝
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

瑞
泉
寺
本
聖
徳
太
子
絵
伝
―
そ
の
”
説
話
性
”
と
”
礼
拝
性
”
を
め
ぐ
っ
て

村
松
加
奈
子
氏
（
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

本
報
告
で
は
、
聖
徳
太
子
絵
伝
の
「
絵
解
き
説
法
」
で
有
名
な
、
富
山
県
南
砺
市
の
古
刹
・
井
波
別
院
瑞
泉

寺
（
真
宗
大
谷
派
）
に
伝
来
す
る
中
世
太
子
絵
伝
を
め
ぐ
っ
て
、
絵
伝
に
共
存
す
る
“
説
話
性
”・“
礼
拝
性
”

に
注
目
し
、
あ
ら
た
め
て
中
世
太
子
絵
伝
の
受
容
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。

瑞
泉
寺
本
の
発
願
者
や
成
立
年
代
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
瑞
泉
寺
創
建
の
明
徳
元
年
（
一
三

九
〇
）、
後
小
松
天
皇
か
ら
太
子
二
歳
像
と
と
も
に
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。
絵
画
様
式
は
南
北
朝
時
代
の
十
四
世

紀
末
と
推
測
さ
れ
、
中
世
太
子
伝
が
盛
ん
に
生
成
・
書
写
さ
れ
た
時
代
の
絵
伝
と
わ
か
る
。

瑞
泉
寺
本
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
他
本
に
比
し
て
採
話
数
が
多
く
、
実
に
九
十
場
面
を
超
え
る
事
績
が
描
き
込

ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
内
容
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
三
歳
条
「
鶯
寺
の
建
立
」、
三
十
五

歳
条
「
蛙
の
梵
唄
師
」
と
い
っ
た
、
他
本
に
類
例
の
な
い
説
話
図
像
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
真
宗
高
田
派
と

所
縁
の
深
い
『
正
法
輪
蔵
』
シ
リ
ー
ズ
や
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
上
宮
救
世
大
聖
御
伝
』（
室
町
書
写
）
な
ど

の
文
献
テ
ク
ス
ト
に
収
録
さ
れ
る
逸
話
で
あ
る
。

そ
し
て
、
過
剰
な
説
話
性
よ
り
も
特
異
な
の
は
、
各
幅
の
上
部
に
付
さ
れ
た
、
銘
文
を
伴
っ
た
色
紙
型
の
存
在

で
あ
る
。
通
常
、
太
子
絵
伝
の
銘
文
と
し
て
記
さ
れ
る
の
は
、
太
子
の
年
齢
・
事
績
の
説
明
、
あ
る
い
は
『
伝
暦
』

か
ら
の
抄
出
で
あ
り
、
概
し
て
説
話
図
像
の
解
説
補
助
以
上
の
役
割
を
も
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
瑞
泉
寺
本
に
記
さ

れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
廟
窟
偈
」・「
銅
蓋
銘
」、「
善
光
寺
如
来
と
太
子
の
往
復
書
簡
譚
」
で
説
か
れ
る
“
秘
事

口
伝
”
の
四
句
偈
で
、
真
宗
に
お
い
て
は
「
光
明
本
尊
」
や
「
和
朝
先
徳
連
坐
像
」、「
孝
養
太
子
像
」
と
い
っ
た

太
子
礼
拝
画
像
に
記
さ
れ
る
文
言
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
瑞
泉
寺
本
は
太
子
絵
伝
（
説
話
画
）
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
礼
拝
画
に
付
さ
れ
る
べ
き
銘
文
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
報
告
で
は
、
瑞
泉
寺
本
に
付
与
さ
れ
た
“
礼
拝
性
”
に
つ
い
て
、
①
太
子
講
式
の
儀
礼
テ
ク
ス
ト
『
聖
徳
太

子
講
式
』
と
の
関
連
や
、
②
同
じ
く
画
中
に
「
廟
窟
偈
」
を
伴
う
石
川
・
正
雲
寺
伝
来
の
中
世
太
子
絵
伝
二
種

と
の
比
較
か
ら
論
じ
る
。
と
り
わ
け
②
に
お
い
て
は
、
初
期
真
宗
に
お
け
る
説
話
画
と
礼
拝
画
の
交
響
や
、
い
わ

ゆ
る
「
太
子
略
絵
伝
」
へ
の
展
開
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
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【
六
月
二
六
日
（
日
）】

研
究
発
表
（
午
前
の
部
）

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
「
近
江
国
生
霊
来
京
殺
人
語
第
二
十
」
の
話
型
に
関
す
る
考
察

あ
ふ
み
の
く
に
の
い
き
ず
た
ま
き
や
う
に
き
て
ひ
と
を
こ
ろ
す
こ
と

藤
崎
祐
二
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
「
近
江
国
生
霊
来
京
殺
人
語
第
二
十
」
は
「
枯
骨
報
恩
」
の
話
型
で
あ
る
。
関

敬
吾
・
今
野
達
両
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
枯
骨
報
恩
」
の
話
型
は
、

〔
Ⅰ
〕
野
晒
し
の
骸
骨
を
見
つ
け
て
供
養
し
た
と
こ
ろ
、
霊
に
感
謝
さ
れ
、
生
家
に
案
内
さ
れ
て
供
応
を
受
け
る
。

遺
族
と
の
接
触
に
よ
り
事
の
次
第
が
明
ら
か
と
な
り
、
遺
族
は
遺
骨
を
回
収
し
て
埋
葬
す
る
こ
と
を
得
る
。

ま
た
、
恩
人
に
報
い
る
。

〔
Ⅱ
〕
野
晒
し
の
骸
骨
が
歌
っ
て
い
る
の
で
訳
を
尋
ね
る
と
、
夫
を
他
の
女
に
取
ら
れ
た
恨
み
を
晴
ら
し
た
い
の
で

復
讐
に
手
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、
希
望
を
叶
え
て
や
り
報
恩
を
受
け
る
。

〔
Ⅲ
〕
野
晒
し
の
骸
骨
を
供
養
し
た
人
の
家
に
女
が
現
れ
、
数
年
の
間
住
み
込
ん
で
働
く
も
、
最
後
に
は
自
身
が

供
養
さ
れ
た
骸
骨
で
あ
り
、
報
恩
の
た
め
に
働
い
た
こ
と
を
明
か
し
て
去
る
。

の
三
つ
に
分
類
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
内
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
第
二
十
は
〔
Ⅱ
〕
型
に
属
し
て
い
る
。
右
の
三

類
の
内
〔
Ⅰ
〕
型
に
つ
い
て
は
、
今
野
氏
に
よ
る
考
察
（「〈
枯
骨
報
恩
〉
の
伝
承
と
文
芸
（
上
）」『
国
文
学
言
語

と
文
芸
』
四
七
、
一
九
六
六
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
該
当
話
お
よ
び
そ
の
源
流
に
関
す
る
研
究
に
進
展
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、〔
Ⅱ
〕〔
Ⅲ
〕
型
の
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。〔
Ⅱ
〕
型
の
該
当
話
に
関
し
て
は
、
近
世
怪
異
譚
に
散

見
さ
れ
る
こ
と
と
、
本
発
表
で
と
り
あ
げ
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
第
二
十
が
日
本
に
お
け
る
最
古
の
文
献

記
載
例
で
あ
る
こ
と
が
、
今
野
氏
（
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語
集
』
の
各
話
解
説
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
漢
籍
資
料
に
目
を
転
じ
れ
ば
、〔
Ⅱ
〕
の
該
当
話
と
し
て
さ
ら
に
時
代
を
遡
る
も
の
が
見
出

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
散
逸
六
朝
志
怪
小
説
『
志
怪
』
の
「
張
禹
」（
李
昉
等
撰
『
太
平
広
記
』
巻
三
一
八
・
鬼

部
三
、
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
刊
に
採
録
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、〔
Ⅱ
〕
の
話
型
が
大
陸
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
発
表
で
は
、「
張
禹
」
と
『
今
昔
物
語
集
』

巻
二
十
七
第
二
十
と
を
比
較
し
た
上
で
、
六
朝
志
怪
小
説
類
に
見
ら
れ
る
関
連
説
話
を
も
見
渡
し
な
が
ら
、〔
Ⅱ
〕

型
の
源
流
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

鼻
に
付
随
す
る
観
念
─
大
鼻
・
赤
鼻
と
異
形
─

旅
田

孟
氏
（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

本
発
表
は
、「
大
鼻
・
赤
鼻
」
な
ど
特
徴
的
な
鼻
が
中
世
日
本
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か

に
つ
い
て
探
る
も
の
で
あ
る
。

『
信
貴
山
縁
起
』『
石
山
寺
縁
起
』『
一
遍
上
人
絵
伝
』
と
い
っ
た
絵
画
資
料
に
は
、
し
ば
し
ば
「
大
鼻
・
赤

鼻
」
の
人
物
が
描
か
れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
民
間
の
宗
教
者
や
芸
能
者
、
童
子
・
乞
食
・
癩
者
な
ど
で
あ
る
。

高
橋
亨
氏
（
一
九
九
五
）
は
、
個
性
的
な
顔
に
描
か
れ
る
意
味
に
つ
い
て
「
大
き
な
目
や
大
き
な
口
、
縮
れ
た
髪
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な
ど
が
、
周
縁
性
の
強
い
卑
俗
さ
の
指
標
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
天
皇
・
貴
族
を
中
心
と
す
る

社
会
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
周
縁
的
存
在
が
「
大
鼻
・
赤
鼻
」
で
描
か
れ
て
い
る
。

た
だ
、
他
の
身
体
描
写
と
は
異
な
り
、「
大
鼻
・
赤
鼻
」
に
は
「
卑
俗
さ
の
指
標
」
以
外
の
意
味
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
結
論
を
言
え
ば
、「
大
鼻
・
赤
鼻
」
は
、
蓬
髪
・
裹
頭
な
ど
と
同
類
の
、
と
も
す

れ
ば
差
別
の
対
象
と
な
り
う
る
一
方
で
「
恐
れ
・
畏
敬
の
目
を
も
っ
て
見
ら
れ
る
場
合
す
ら
見
出
し
う
る
」（
網
野

善
彦
氏
・
一
九
八
四
）
よ
う
な
「
異
形
」
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
藤
原
孝
道
の
一
族
は
代
々
鼻
が

大
き
か
っ
た
た
め
「
鼻
が
党
」
と
嘲
笑
さ
れ
（
古
今
著
聞
集
）、
殺
人
罪
を
勝
手
に
被
っ
た
男
の
容
姿
に
つ
い
て
「
鼻

下
リ
テ
赤
髪
也
。
目
ハ
摺
赤
メ
タ
ル
ニ
ヤ
有
ラ
ン
、
血
目
ニ
見
成
テ
」
と
怪
異
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
の
は
（
今

昔
物
語
集
）、「
大
鼻
・
赤
鼻
」
の
両
義
性
を
示
し
て
い
よ
う
。

周
縁
的
存
在
は
、
王
侯
貴
族
の
眼
か
ら
す
れ
ば
全
く
異
な
る
世
界
を
生
き
る
得
体
の
知
れ
な
い
「
異
形
」
に
他

な
ら
な
い
。
先
に
挙
げ
た
「
大
鼻
・
赤
鼻
」
で
描
か
れ
る
者
た
ち
は
、
時
代
に
よ
っ
て
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず

れ
も
が
侮
蔑
と
畏
怖
の
混
交
し
た
眼
差
し
で
も
っ
て
見
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。「
大
鼻
・
赤
鼻
」
は
「
異
形
」
へ

の
両
義
的
眼
差
し
を
表
現
す
る
た
め
に
描
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
卑
俗
さ
の
指
標
」
と
し
て
目
口
を
誇
張
し
て
描

く
の
と
は
ま
た
別
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
雑
談
集
』
で
公
任
の
作
法
を
批
判
す
る
下
部
の
綽
名
が
「
鼻
先
生
」
で
あ
る
こ
と
、『
源
平
盛
衰
記
』
で
清
盛

が
「
鼻
平
太
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
併
せ
、「
大
鼻
・
赤
鼻
」
ひ
い
て
は
「
鼻
」
全
般
を
「
異
形
」
の
視

点
か
ら
論
じ
て
い
く
。

『
古
今
著
聞
集
』
第
二
六
五
話
前
半
部
に
つ
い
て

―
『
刀
自
女
経
』
と
台
密
に
お
け
る
ダ
キ
ニ
天
法
を
め
ぐ
っ
て

―

猪
瀬
千
尋
氏
（
名
古
屋
大
学
Ｃ
Ｈ
Ｔ
研
究
員
）

『
古
今
著
聞
集
』
第
二
六
五
話
前
半
部
は
、
藤
原
忠
実
が
自
ら
の
願
望
を
と
げ
る
た
め
、「
大
権
房
」
な
る
僧

に
ダ
キ
ニ
天
法
を
修
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
忠
実
の
夢
に
容
顔
美
麗
な
る
女
房
が
現
わ
れ
、
そ
の
後
、
願
い
が
成
就
し

た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ダ
キ
ニ
天
法
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
東
密
の
も
の
が
主
体
で
あ
り
、『
大
日
経
疏
』

に
見
え
る
、
魂
を
喰
ら
う
と
い
う
「
荼
吉
尼
」
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
即
位
灌
頂
の
本
尊
と
し
て
、
あ
る
い
は
陰
陽
道

の
観
点
等
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
早
く
は
喜
田
貞
吉
の
『
福
神
』（
一
九
三
五
年
）
に
指
摘
が
あ
る
通

り
、『
古
今
著
聞
集
』
当
該
話
の
ダ
キ
ニ
天
は
「
福
天
神
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
東
密
の
ダ
キ
ニ
天
と
は
性
質
が

異
な
る
も
の
で
あ
る
。

如
上
の
点
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
台
密
に
お
け
る
ダ
キ
ニ
天
法
に
注
目
す
る
。
台
密
に
お
け
る
ダ
キ
ニ
天
法
に

つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
『
溪
嵐
拾
葉
集
』「
吒
枳
尼
天
秘
決
」
が
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
で
引
用

さ
れ
る
諸
書
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
不
詳
と
さ
れ
て
き
た
。
発
表
で
は
こ
れ
ら
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
引
用
さ
れ
る
諸

書
が
、
天
台
系
の
寺
院
に
現
存
す
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
う
ち
の
『
須
臾
成
就
福
徳
刀
自
女
経
（
刀
自
女

経
）』
な
る
経
典
に
つ
い
て
論
じ
る
。『
刀
自
女
経
』
に
つ
い
て
は
、
従
来
そ
の
存
在
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
が
、

台
密
に
お
い
て
相
当
の
流
布
が
認
め
ら
れ
る
経
典
で
あ
る
。
そ
こ
に
説
か
れ
る
ダ
キ
ニ
天
は
大
白
狐
に
乗
っ
た
天
女

の
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
印
明
を
唱
え
る
者
は
福
徳
利
生
し
て
止
ま
な
い
と
い
う
。
か
か
る
本
尊
の
イ
メ
ー
ジ
が

『
古
今
著
聞
集
』
の
も
の
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
話
に
お
け
る
ダ
キ
ニ
天
法
は
天
台
の
修
法
で
あ
る
可
能
性
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が
高
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

発
表
で
は
さ
ら
に
、
当
該
話
が
ダ
キ
ニ
天
に
つ
い
て
、
花
園
の
大
臣
の
御
跡
で
も
祀
ら
れ
て
い
た
と
記
す
点
に
注

目
す
る
。
花
園
大
臣
邸
跡
は
忠
実
の
孫
・
師
長
の
邸
宅
が
あ
り
、
忠
実
が
住
ん
だ
と
い
う
記
録
が
見
ら
れ
な
い
事

か
ら
、
話
の
主
体
が
忠
実
か
ら
師
長
に
す
り
替
わ
っ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
忠
実
、
師
長
は
ダ
キ
ニ
天
信
仰

の
ほ
か
、
妙
音
天
信
仰
も
有
し
て
お
り
（
『
台
記
』
久
安
三
年
十
月
十
四
日
条
な
ど
）、
こ
れ
ら
雑
多
な
尊
格
の

信
仰
は
、
忠
実―
師
長
へ
と
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

研
究
発
表
（
午
後
の
部
）

『
大
橋
の
中
将
』
の
成
立
と
流
布

粂

汐
里
氏
（
総
合
研
究
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

『
大
橋
の
中
将
』
は
、
梶
原
景
時
の
讒
言
に
よ
っ
て
鎌
倉
で
幽
閉
さ
れ
た
父
・
大
橋
の
中
将
の
行
方
を
尋
ね
る

た
め
、
子
の
ま
に
王
が
鎌
倉
へ
と
下
向
す
る
物
語
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
お
伽
草
子
、
古
浄
瑠
璃
双
方
の
か
た
ち

で
伝
わ
る
ほ
か
、
日
蓮
が
南
条
時
允
に
宛
て
た
健
治
二
年
（
一
二
七
六
）
閏
三
月
二
十
四
日
の
消
息
『
南
条
殿

御
返
事
』
と
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
頃
成
立
の
『
浪
合
記
』
に
、
類
話
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

作
品
研
究
と
し
て
は
、
諸
資
料
を
比
較
検
討
し
た
小
川
武
彦
氏
の
論
（「
御
伽
草
子
か
ら
仮
名
草
子
へ
」
鑑
賞

日
本
古
典
文
学
『
御
伽
草
子
・
仮
名
草
子
』
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）、
法
華
経
と
頼
朝
に
焦
点
を
当
て
た

中
島
美
弥
子
氏
の
論
（「『
大
橋
の
中
将
』
と
法
華
経
信
仰
―
頼
朝
像
へ
の
視
覚
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
九

十
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
斬
首
救
済
説
話
と
い
う
視
点
か
ら
読
み
解
い
た
佐
谷
眞
木
人
氏
の
論
（「
古
浄
瑠
璃
・

説
経
と
お
伽
草
子
―
斬
首
救
済
説
話
を
め
ぐ
っ
て
」『
お
伽
草
子

百
花
繚
乱
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
が

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
本
の
違
い
や
、『
浪
合
記
』
所
収
の
家
伝
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。

本
発
表
で
は
、『
大
橋
の
中
将
』
の
諸
本
に
関
す
る
基
礎
的
な
分
析
を
通
し
て
法
華
経
と
の
関
係
に
注
目
し
、

日
蓮
宗
に
お
け
る
本
作
の
縁
起
化
、
ま
た
そ
れ
ら
と
家
伝
と
の
関
連
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

は
じ
め
に
諸
本
の
整
理
、
分
析
を
行
う
。
代
表
的
な
伝
本
は
大
谷
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
小
野
幸
氏

蔵
本
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
言
及
の
少
な
い
国
文
学
研
究
資
料
館
本
を
も
考
察

の
対
象
に
加
え
、
Ａ
系
・
Ｂ
系
の
二
系
統
に
分
か
れ
る
本
文
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
次
に
Ａ
系

に
み
え
る
法
華
経
関
連
本
文
に
注
目
し
、
日
蓮
遺
文
の
注
釈
書
を
通
し
て
、
日
蓮
宗
ゆ
か
り
の
物
語
と
し
て
『
大

橋
の
中
将
』
が
享
受
さ
れ
、
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

絵
画
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
説
話
改
変

―
月
岡
芳
年
『
新
形
三
十
六
怪
撰
』
に
お
け
る
絵
の
語
り
を
中
心
に

―

古
明
地
樹
氏
（
獨
協
中
学
校
・
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）

本
発
表
で
は
、
浮
世
絵
師
、
月
岡
芳
年
に
よ
る
揃
物
『
新
形
三
十
六
怪
撰
』
を
通
し
、
絵
の
語
り
に
よ
る
説
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話
の
改
変
方
法
を
提
示
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
作
品
の
文
芸
性
を
見
出
す
と
共
に
、
絵
の
語
り
に
お
け
る
方
法
、

い
わ
ば
絵
画
テ
ク
ス
ト
の
在
り
方
を
探
る
事
を
目
的
と
す
る
。

明
治
初
期
に
成
立
し
た
『
新
形
三
十
六
怪
撰
』
は
、
中
世
の
説
話
か
ら
近
世
の
芸
能
に
至
る
ま
で
の
、
三
十
六

の
怪
異
譚
に
取
材
し
た
揃
物
で
あ
る
。
詞
書
を
伴
わ
な
い
画
面
は
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
構
図
を
援
用

し
、
観
者
の
記
憶
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
そ
の
主
題
を
伝
達
す
る
。
し
か
し
、
画
面
に
展
開
さ
れ
る
の
は
、
芳
年

の
手
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
た
主
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
典
世
界
を
明
治
初
期
の
〈
個
人
〉
を
意
識
す
る
眼
で
見

つ
め
直
し
た
、
新
た
な
物
語
世
界
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
一
枚

絵
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
説
話
改
変
の
様
態
を
見
出
し
た
い
。

説
話
に
限
ら
ず
、
現
在
、
絵
が
物
語
る
機
能
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
の
認
識
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
多
く
の
蓄
積
で
も
っ
て
証
明
し
て
き
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
多
く
論
じ

ら
れ
て
き
た
の
は
絵
巻
や
掛
幅
で
あ
り
、
絵
画
テ
ク
ス
ト
の
語
り
も
、
そ
こ
で
同
時
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
絵
の
本
質
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
絵
巻
な
ど
の
語
り
は
特
異
な
も
の
で
あ
る
と
意
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
基
本
的
に
、
あ
る
時
間
に
お
け
る
瞬
間
を
描
き
出
す
事
し
か
で
き
な
い
絵
画
表
現
は
、
時
間
の
奥
行
き

を
持
つ
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
現
す
る
た
め
に
、
様
々
な
工
夫
を
必
要
と
し
て
い
る
。
詞
書
な
ど
の
言
語
テ
ク
ス
ト
の

付
与
、
あ
る
い
は
同
時
異
図
法
な
ど
の
表
現
は
、
絵
の
中
に
時
間
を
生
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
特
異
な
語
り
へ
目
が
向
け
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
で
、
瞬
間
描
写
に

よ
っ
て
語
り
を
行
う
絵
画
テ
ク
ス
ト
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
当
た
り
、
本
発
表
で
は
、
一
枚

の
絵
が
観
者
の
記
憶
と
交
響
す
る
こ
と
で
行
う
浮
世
絵
の
語
り
に
目
を
向
け
る
。
絵
の
語
り
を
認
め
、
読
み
の
対

象
と
し
て
の
絵
の
領
域
を
よ
り
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
所
蔵
「
平
家
物
語
絵
巻
」
粉
本
に
つ
い
て

―
伝
土
佐
光
信
筆
「
平
家
物
語
絵
巻
」
の
模
本
と
し
て
考
え
る

―山
本
陽
子
氏
（
明
星
大
学
教
授
）

室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
、
挿
絵
入
り
の
『
平
家
物
語
』
が
絵
巻
・
絵
本
・
版
本
と
い
っ

た
多
様
な
形
態
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
現
存
最
古
の
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
室
町
後
期
の

伝
土
佐
光
信
筆
「
平
家
物
語
絵
巻
」
で
あ
る
。
小
型
で
色
彩
の
な
い
白
描
作
品
な
が
ら
、
例
え
ば
清
盛
の
死
の
場

面
で
は
、
二
位
殿
の
夢
に
火
車
が
現
れ
る
と
こ
ろ
や
、
清
盛
の
体
か
ら
黒
煙
が
上
が
る
と
こ
ろ
な
ど
、
他
の
挿
絵

に
な
い
場
面
や
描
写
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
現
存
す
る
の
は
巻
一
・
巻
三
・
巻
六
の
ご

く
一
部
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
全
体
像
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
物
語
全
巻
を
通
し
た
形
で
完
成
し
た
か
否
か
さ

え
確
か
で
な
い
。

本
発
表
で
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
所
蔵
「
平
家
物
語
絵
巻
」
粉
本
に
よ
り
、
こ
の
伝
光
信
本
に
さ
ら
な
る

情
報
を
加
え
て
考
察
し
た
い
。
当
粉
本
は
別
の
平
家
物
語
絵
巻
を
制
作
す
る
際
の
下
絵
と
推
測
さ
れ
て
き
た
が
、

大
ま
か
な
下
描
き
の
跡
が
な
く
い
き
な
り
明
確
な
輪
郭
線
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
絵
と
絵
の
間
の
空
間
が
省
略

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
絵
で
は
な
く
完
成
作
品
を
透
き
写
し
（
ト
レ
ー
ス
）
し
た
模
写
で
あ
る
と
判
明
す
る
。

さ
ら
に
伝
土
佐
光
信
筆
「
平
家
物
語
絵
巻
」
と
比
較
す
る
と
、
伝
光
信
本
に
特
徴
的
な
頭
が
大
き
く
寸
詰
ま
り

で
丸
み
を
帯
び
た
武
者
の
体
型
が
共
通
す
る
こ
と
、
一
図
ず
つ
の
縦
幅
が
十
六
㎝
程
度
と
近
似
し
、
色
指
定
が
な
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く
白
描
と
覚
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
伝
光
信
本
の
欠
失
部
分
の
う
ち
最
終
巻
の
巻
十
二
後
半
と
「
灌
頂
の
巻
」
を

模
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

土
佐
派
は
大
和
絵
の
主
流
で
あ
っ
た
の
で
、
伝
光
信
本
が
後
世
の
平
家
物
語
絵
の
規
範
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
模
写
作
品
の
各
場
面
を
後
世
の
平
家
物
語
絵
巻
・
絵
本
の
巻
十
二
と
比
較
す
る
こ
と
か
ら
、

挿
絵
と
し
て
い
か
な
る
場
面
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
、
そ
の
場
面
選
択
は
後
世
に
受
け
継
が
れ
た
か
、
軍

記
物
語
絵
と
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
か
、
構
図
上
の
影
響
が
後
の
絵
巻
・
絵
本
に
見
出
せ
る
か
、
を
検
討

し
た
い
。
さ
ら
に
こ
の
模
本
の
書
き
込
み
に
頻
出
す
る
「
さ
う
し
を
よ
く
よ
く
見
へ
し
」
と
い
う
文
の
意
味
に
つ
い

て
も
考
察
し
た
い
。


